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統計的学習はサンプルから母数を推定することであり, その枠組みのひと
つとして, 経験リスク最小化原理が挙げられる. それは経験リスクを最小にす
る学習対象を選ぶ原理であるが, その一致性や学習速度の非漸近的評価とし
て学習対象の複雑さを表すVapnik-Chervonenkis 次元 (以下VC次元)やVC
エントロピーを用いたものがある ([3][2]). 私はより具体的な学習対象のクラ
スにおける非漸近的評価のための VC次元の評価や, それを構造リスク最小
化原理やサンプル複雑度の導出へ適用することに興味を持っている.
現在は統計推論である主成分分析の VC次元の評価を, 学習速度の非漸近

的評価に結びつける数学的基礎をDudleyの文献 ([1])を使って勉強している
段階である.
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